
一人ひとりの人権が尊重される社会の実現へ

スポーツ健康課　☎077-528-4613問合せ先

●生涯学習課　☎077-528-4654
●しが生涯学習スクエア　☎077-528‒4656（県庁新館2F　県民サロン内）

問合せ先

げんきな湖っ子スポーツ広場げんきな湖っ子スポーツ広場

シリーズ 特別支援教育

シリーズ 幼児教育 シリーズ 家庭・地域の教育力向上

シリーズ 体力向上

地区別懇談会に参加いただいた方からは、次のような声が寄せられています。
●一人ひとりの自尊感情を大切にし、地域のつながりを大事にしたいです。
●子どもたちと一緒に、「仲間はずれ・いじめ」について考え、学ぶことができて良かったです。
●インターネットやSNSは便利なものですが、使い方には十分注意をしなければならないことが

よく理解できました。

　すべての人の人権が守られ、安心して生活できる
社会。こうした社会は地域の皆さんの日々の努力や
工夫によって築かれていくものです。
　そのためには、子どもが誤った認識や偏見・差別
意識を持たないよう、大人自身が人権感覚を高め、
人権問題についての正しい理解と認識を培い、日常
生活に生かしていくことが必要です。
　一人ひとりが正しく人権問題を理解できるよう、
各地域で行われている地区別懇談会や研修会等に積
極的に参加し、豊かなつながりの中で人権問題につ
いて考えてみませんか。

　言葉による伝え合いは、家庭での親子の会話を基盤とし、園などでの集団生活を通
して、相手の言葉に耳を傾け、自分の思いを言葉にするという力が育っていきます。
　幼児期に、言葉への興味・関心を育て、人と言葉を交わす楽しさを味わわせること
は、生涯を通して必要な、言葉で伝え合う力の基礎を培うことにつながります。

元気よく返事やあいさつができていますか？
○「はい」「おはよう」「さようなら」「ありがとう」「ごめんなさい」
が自然に言えることが大切です。

幼児の言葉に耳を傾けていますか？
○親子で絵本を読む機会をもったり、ゆったりとした気持ちで幼児
と話したりすることで、幼児の言葉は豊かに育ちます。

「しが生涯学習スクエア」では、市町が実施する研修
会や地区別懇談会、また、ＰＴＡや学校における人権教
育研修会等で活用していただけるビデオ・ＤＶＤの貸
出しを行っています。（インターネットやＳＮＳを題
材とした教材もあります）

　　　「しが生涯学習スクエア」において、
　　　　　　　　　人権視聴覚教材ビデオ・DVDを貸出中
　　　「しが生涯学習スクエア」において、
　　　　　　　　　人権視聴覚教材ビデオ・DVDを貸出中

地域ぐるみで考えましょう
　　  ～地域で取り組む「人権学習」～
地域ぐるみで考えましょう
　　  ～地域で取り組む「人権学習」～

どうぞご活用くださいどうぞご活用ください

家庭で大切にしたいこと

園では

幼児期は、「生きる力」の基礎となる
根っこを育てる重要な時期です。

野洲市立三上幼稚園の実践より

Ａ　児「私、この机に花を飾りたい。」
保育者「何の花がいいの？」
Ａ　児「バラの花がいい。花瓶に入れとくの。」
保育者「バラの花、どうしよう？」
Ｂ　児「Ｃちゃんに頼もう。折ってはったもん。
　　　　折り紙名人やし。」
Ｃ　児「ユリやったら折れるけど。」
Ａ　児「ユリでいいから、折って。」と、Ｃ児に頼む。
Ｃ　児　折り紙でユリの花を折り、Ａ児に渡す。
Ａ　児　とても嬉しそうな顔をして、「ありがとう。」
　　　　保育者は、幼児が自分の思いを言葉で伝え合うよう援助しています。
　　　　

伝え合う力を育む

お店ごっこの準備をしている場面から（５歳児）

小学校高学年・中学生の子どもたちは、様々なスポーツに取り組むことが大切です！
　7月号で小学校低・中学年の子どもたちは、様々な動きを身に付ける時期であることをお知らせ
しました。小学校低・中学年で様々な動きを獲得した子どもたちが、小学校高学年では、動きと動
きをつなぎ合わせて一連の動き（技）にしてきます。動きが組み合わさり一連の動きになると、そ
の運動独特の動きが生まれてきます。
　例えば、下図の跳び箱運動では、低学年では助走から踏み切り（①➡③）や踏み切って跳び箱に
とび乗る（③➡⑤）、台上から空中ポーズをして着地する（⑤➡⑦）をします。中学年では、これ
らの動きを２つつなげます（①～③と③～⑤、③～⑤と⑤～⑦）。高学年・中学生は、これらの動
きを一連の動きとしてすべてつなぎ合わせます（①➡⑦）ので、跳び箱運動と呼ばれ、跳び箱の運
動特性である足で跳んで手でも跳ぶ（複合跳躍）という動きが生まれます。

　オリンピックに出る選手は、踏み切ってから手をつくまで（第一空間：③➡④）や手をついてか
ら着地するまで（第2空間：⑤➡⑦）で、ひねりや回転など様々な動きを組み合わせていくことに
なります。
　陸上運動、水泳、球技、武道など、それぞれの運動には、それぞれの固有の動きが含まれていま
す。子どもたちの運動機能は、様々な運動と出会うことにより、より開発されていくと言えます。

学校教育課　☎077-528-4576問合せ先

滋賀県教育委員会委員　宇野　正章（医師）
「思春期の子どもの睡眠について」「思春期の子どもの睡眠について」

　今、県立の高校では、発達障害などの障害のある生徒への適切な指導
に向けて、特別支援教育の専門性を高めています。
　●「発達障害の特性のある生徒を含め、すべての生徒に分かりやすい

授業についての考え方、進め方について具体的に学びたい。」
　●「すべての教員が、生徒一人ひとりの困っていることへの気づきの視点や支援の進め方

を学び、理解を深めていく必要があると思う。」
などといった先生方のニーズに応えるべく、現在、大学の先生方や臨床心理士、また、長年
特別支援教育にたずさわってこられた元校長先生などの様々な専門家が、県内の高校に直接
出向いて、先生方の相談にのり、また指導や助言を行っています。
　それぞれの専門家は、校内研修会で講師をしたり、生徒の支援に向けたケース会議で助言
をしたりと、いろいろな形で先生方をサポートしています。専門家に何度も来ていただいて
支援の必要な生徒について継続して相談しているところ、「障害者働き・暮らし応援セン
ター」などの関係機関と連携して就職につなげているところなど様々です。
　高校では、学習上の困難さや対人関係の困難さのために学校に行きづらくなってしまった
りする前の、少しでも早いうちに、生徒たちの困り感を受けとめ、生徒一人ひとりのニーズ
に応じた支援をしていきたいと思っています。
　もし、今、皆さんの中でお困りのことや心配ごとがありましたら、どうぞ遠慮なく、特別
支援教育コーディネーターや担任の先生、相談担当の先生や、管理職の先生などに相談して
ください。支援の専門性を高めながら、皆さんが、よりよい高校生活や社会生活を送ること
ができるように、一緒に考えていきたいと思っています。

学校支援課　☎077-528-4643問合せ先

　最近の子どもたちは、夜型になりがちで、規則正しいメリハリのある生活を習得しにくい傾向
があります。特に、思春期になると、睡眠時間が全体に後ろにずれ込んで、「眠る時間が遅く朝起
きられない」といった睡眠相が後退しているケースが増えてきます。
　この結果、精神や身体に不調を来たし、「怒りっぽい、不注意、多動、眠気、意欲低下、精神不
安定、体調不良」といった症状がみられることが多くなります。また、睡眠の時間帯が社会のリ
ズムとずれるため遅刻や欠席が増加し、社会適応が困難になり、ひどくなると昼夜逆転にもつな
がりますので、早期の対応が望まれます。
　このような睡眠の問題の背景には、スマホやテレビといった不適切な睡眠衛生の問題が多くみ
られます。また、広汎性発達障害で、感覚の過敏さのために寝付きが悪くなることも多いようで
す。さらに、思春期に増悪しやすい起立性調節障害（起立性低血圧）のため朝起きられないと
いったケースも認められます。
　このように睡眠に問題があれば、すぐにお薬ではなく、まずは、よい睡眠の基本となる以下の

「スリープヘルス４＋α」に気をつけていただくことが大切です。
　1．朝の光を浴びること　　　　2．昼間に活動すること　
　3．夜は暗いところで休むこと　4．規則的な食事を取ること
　＋α　眠気を阻害する嗜好品（カフェインなど） や過剰なメディア接触

を避けること
　特に夜の照明は大切で、部屋全体の照明を暗くし、可能であれば蛍光灯よりも白熱灯に、直接
照明より間接照明に切り替えて、うす暗い中でリラックスして過ごしましょう。そうすると、脳
内に睡眠物質のメラトニンが多く分泌され、眠気が現れるので、自然に深い眠りへと入っていく
ことができます。これらのことに配慮をしても睡眠の問題が改善しない場合は、一度医療機関に
受診されるとよいでしょう。最近では、副作用が少なく依存を形成しにくいメラトニン受容体作
動薬やオレキシン受容体拮抗薬といったお薬などもあります。特に睡眠の乱れから様々な問題を
生じやすい10代以降は、スリープヘルスを守り、健康で楽しい毎日を過ごしましょう。

高校での特別支援教育をご紹介します！高校での特別支援教育をご紹介します！

げんきな湖っ子スポーツ広場
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生涯学習課　☎077-528-4654問合せ先

「教育の力」発信事業 湖国の親子へ贈る言葉
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

　各自治会に『社会教育におけ
る人権学習の手引「語り合い、
学び合い、つながり合い」』を
配布しています。「語り合い」
をとおして、日常生活における
様々な出来
事を人権の
視点から見
直し、「気づ
き」をとお
して地域で
できること
を考えまし
ょう。


